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3 少 人 数 限定 . バ ス 座 席 2 シ ー ト 利用 で 行く 


少 人 数 限定 ・ 秋 の 北 三陸 海岸 を 行く 
花巻 温泉 * 佳 松 と 党 吉 た ろう 民 て 宙 ぐ 選 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 株 ) 


| 149,000 円 180.000 円 153.000 円 160.000 円 200.000 中 


173.000 円 210.000 由 183.000 円 190.000 四 230.000 
東京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 洲 乗員 は 初日 新 大 孤 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 岩手 上 交通 また は 震 手 県 北 バス ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和室 2 泊 目 : 和 室 ま た は 
和洋 室 ※2 泊 目 の お 部 屋 タイ プ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 【 基 本 ] 本 館 太郎 の 庵 夫 天 風 付 
洋室 また は 天 記 棟 次 朗 の 庵 1F 野天 風呂 ・ シ ャ き モ ダン 和洋 室 【A タ イプ ] 天 望 病 次 米 の 誠 
2F ま た は 3F ま た は 難 れ 三郎 の 庵 寺 天 風呂 ・ き モ ダン 和洋 室 ※ 名 古屋 発 善 、 現 地 合 流 に つ 
いて は P59 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


バス 当 舟 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 せる その他 


つ 送 迎 つ 午後: 花巻 温泉 ・ 佳 松園 泊 (南部 囲ま れ た 新 数 奇 屋 造 り の 純 和風 
旅 魚 、 海 の 幸 と 里山 の 幸 を 使っ た 会 選 料 理 夕食 美肌 効果 に 優れ た つる つる の 温泉 
で の ん びり お 寛ぎ 下さ い 、 希 望 者 は 釜 渕 の 湾 へ ご 案内 ・ 片 道 15 分 ) 
午前 : 宿 世界 候 産 ・ 橋 野 鉄鉱 山 (案内 ガイ ド と 見 学 、 現 存する 日 本 最 古 の 洋式 
| 塩 楽 浄 士 の ご と し 」 と いわ れ た 景勝 地 ) 午後 : 田 
岸 を 一 望 で きる 高台 に ある 小さ な 旅館 。 全 13 室 すべ 
て に 霞 天 風呂 を ご 用 意 。 お 食事 は 三陸 の 新鮮 な 地 物 食 守 に 拘っ た 創作 料理 を ) 
午前 : 宿 机 浜 ・ 番 屋 ( 叙 元 され た 番屋 閣 ) 北山 崎 展 望 台 ( 多 明 の リア ス 式 海 
岸 美 、 高 さ 200m の 陸中 アル プス 屋 望 ) … 普 鉄道 [自由 誠 ] = 久 惹 っ 
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心 あ た た まる 一 流 の お も て な し は みち の て 〈 屈 指 の 名 

旅館 ・ 花 巻 温泉 佳 松園 と 陸中 海岸 を 望む 高台 に 思 ち 、 
全 13 徹 どの 部 屋 か ら ぁ 断崖 絶壁 の 絶景 が 楽し め る 

モダ ン 和 宣 に 、 す べ て 露天 風呂 付 と いう お 宿 「 清 放 
た ろう 庵 」 に 和泊 。 景 勝地 ・ 浄 土 ヶ 浜 の 優し い 風景 
と 、 海 上 テル プス ・ 北 山崎 の 迫力 満点 の 絶景 、 三 陸 
鉄道 に も 乗車 し 、 み ちの く か ら 三 陸 海 岸 を 満 戻 し ます 。 


少 人 数 限定 ! バ ス 座 席 2 シ ー ト 利用 。 高 原 リ ゾー トラ グ ジ ュ アリ ー ス テイ 
一 人 旅 裏 胡 桶 高原 ホテ ル 連 泊 
高原 リゾ ー ト で 過ごす 休日 


旅行 代 金 (大 人 お ひと り | 


0 沙 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 
利用 バス 会 福島 共通 ま た は 会 津 乗合 邊 動車 ※ 部 屋 タイ プ 
いて は P59 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ ポ 9 
受付 と な り ま す 。 【 お ひと り 参 加 限定 コー ス の 申込 に つい て 】] - 

・ お 友達 同士 の 参加 の 場合 は 、 別 々 で お 申込 み を 承り ます 。 ま た 、 お ) 
鹿 は 承れ ませ ん 。 予 ご 了承 願い ます 。 


行程 つ バ ス 航空 機 … 徒 歩 = 列車 … 船 + そ の 他 


ニ 自 由 席 導 苗代 っ 送 迎 つ 午後 裏 回 欄 弥 大沼 温泉 ・ 裏 般 欄 高原 ホテ ル : 

( 早 目 の 到 着 で ラグ ジュ アリ ー リ ゾー ト で ゆっ くり 、 地 元 産 の 有機 野菜 や 福島 プラ 

ド の 素材 を 使っ た フレ ンチ フル コー ス デ ィ ナ ー、 お 部 屋 は 裏 舟 樺山 側 の お 部 屋 を ご 

用意 ) 

午前 : 幅 … 五 色 沼 ウォ ー ク (希望 者 は 自然 探 計略 を 案内 人 と 散策 、 柳 沼 一 神秘 の 
沙門 沼 、 約 2 時 間 ) 栓 原 湖 (観光 船 で 湖上 遊覧 ) っ 諸橋 近代 美術 館 (サル バド 

ー ル ・ ダ リ の 絵画 ・ 影 刻 ・ 版 画 な どの 作品 数 340 点 は 世界 指 の 所 基数 を 誇る 。 映 柳 

山 を 基 む 、 美 し い 庭園 に 岡 まれ た 美術 第 ) 午後: 同 ホ テル 泊 (福島 の 山海 の 幸 や 

裏 乏 で 育ま れ た 食材 を 使っ た 旬 の 会 店 料 理 夕食 ) 

午前 : 宿 一 飯盛 山 (日劇 隊 自 決 の 地 、 重要 文 化 財 ・ 

ー 独 土 風 料理 昼食 西 若 松 駅 


会 津 さざえ 崇 ) つつ 鶴 ヶ 城 (名城) 
会 混 鉄 道 ・ 自 由 席 [ロー カル 線 の 旅 ] =》 
野上 温泉 駅 ( 卿 事 を 誠 う 茅 暮 の 駅 舎 ) 一 大 内 宿 (江戸 時 代 の 宿場 町 に タイ ム ス リ ッ 
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最少 催行 人 員 : 8 名 


裏 舟 層 高原 ホテ ル (① 外 観 ② 展 望 露天 風呂 ・ 四 季 の 湯 ③ フ レ 
ンチ フル コー ス ④ 和 食 会 席 


盤 移 山 を 望 か ラグ ジュ アリ ー リ ゾー ト に ゆとり の 連 
泊 。 お 部 屋 は 磐 村 山 側 の お 部 屋 を ご 用 意 。 自然 と 環 
境 に 恵まれ 磐 和 山 と 五色 沼 の ひと つ 弥 六 沼 を 正面 に 
党 も 高級 リゾ ー ト 「 要 般 高 原 ホテ ル 」。 館内 か ら 所 
む 裏 磐 欄 と 弥 六 沼 の 絶景 が 最大 の 魅力 の り ホ テル で 、 
裏 般 樺 の 感動 的 な 景色 に 包ま れ な が ら 滞 在 。 連 泊 で 
高原 リゾ ー ト を 満 左 し ます 。 


